
 

今回の研究実践では、「新たな価値を創造する力」の育成に向けて、算数科における「批判的思考を加

えながら日常生活に適応させること」に焦点を当て、「変わり方調べ」の単元において、数学的プ ロセ

スのなかに日常生活と密接である身近な課題を設定した。本来、「変わり方調べ」は、数学的プロセスの

中の、より数学的な思考に傾いた学習をすることが一般的であるが、本研究では日常生活に視点を置く

ことができるような課題設定を試行して実践を行った。       

本研究実践は，「二つの数量の関連性について考える活動を，数学的プロセスの中で批判的に考えた

り，違いを見つけたり，比較検討したりすることで，子供は二つの数量の関係性から規則性を見つける

ことができ，日常生活の問題の中にも適応しようとすることができる。」ことを仮説とした。 

その結果，以下のとおり～な成果と～な課題が見出された（表１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業後アンケートに行ったアンケートからは，以下のとおり，算数の学習を役立てている児童の割合

が多いことが分かった（表２）。 

 

 

 

 

 

 

 

  算数科において本校研究実践するにあたり、「批判的思考」を働かせながら 現実世界と数学的世界を

往来して学び得たことで、日常生活に「適応」させていくことが、子供たちが 価値をつくりだす姿を実

現できると考える。 

 

表１ 本研究実践における成果と課題 

表２ 授業後のアンケート 


